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来週の投資戦略 (10/21-25)
決算、選挙、東京地下鉄

2024 年 10 月 20 日

小松 徹

注目事項 － 見所

日米企業 7-9 月期決算 ― ニデック（6594）、テスラ（米 EV 最大手）などに注目。

10 月 23 日、東京地下鉄（9023）上場 ― 個人投資家熱は？
10 月 25 日、10 月の東京都区部消費者物価指数（生鮮食料品を除く）―前年比+1.7％？

株式市場見通し

先週、わが国の主要株価指数が下落して、それぞれ 2 週間前の上げ分が帳消しになっ
た。特に日経 225 指数の下落はオランダ ASML ホールディングス（半導体製造装置）
の残念な決算と今後の見通しで、わが国の関連業社の株価が反応した。一方で、米国
金融業の好決算でわが国のメガバンクの株価が上昇した。来週からわが国の主要企業
の決算発表が本格化する。市場の期待値があまり高くないので、好決算には素直に反
応すると見ている。1 週間後に衆議院選挙を控えており、こちらも与党の議席大幅減
が予想されているため、週末にかけて慎重な取引が予想される。

来週決算発表する注目企業は、火曜日のコメリ（8218）、水曜日の日本航空電子工業
（6807）、ニデック（6594）、フューチャー（4722）、木曜日のキヤノン（7751）、
金曜日の野村不動産ホールディングス（3231）、信越化学工業（4063）、ファナック

（6954）、中外製薬（4519）など。このうち、ニデックは 7-9 月期の営業利益を 633 億
円と計画しているが、アナリスト予想もほぼ同じだ。通期営業利益も会社予想の 24 百
億円をやや上回る程度と予想している。精密小型モータ以外も今後牽引役になるか注
目。信越化学は 7-9 月期の営業利益予想を出していないが、アナリストは 20 百億円を
予想、年間も会社予想の 73.5 百億円を上回る 78.8 百億円と高い。電子材料の伸びに
生活環境基盤材料の回復も期待されている。

さて、水曜日に東京地下鉄が東証プライム市場に上場する。知名度、業績安定度に加
えて、配当利回りが公募価格で 3.3％と比較的高い点も魅力なので、人気化するだろ
う。2025 年 3 月期の営業収入、営業利益とも 5 年前の水準を超えると会社は予想して
いる。個人投資家は配当利回り 3％までなら、積極的に参加するとみられる。NISA 口
座で購入する個人も多いと予想されるので、売り出し額が 35 百億円と大きいが十分
吸収されるだろう。

最後に、水曜日に米国で発表されるテスラの決算について。過去 4 四半期連続アナリ
スト予想を下回る決算数値を出してきた。7-9 月期の純利益、10-12 月期の純利益も減
益が予想されている。先日会社が発表した自動運転タクシーは不明な点が多く、投資
家の期待外れとなった。米国の経済指標では、水曜日発表の地区連銀報告（ベージュ
ブック）、木曜日発表の 9 月の新築住宅販売件数（予想は 390 万件）なども米国景気
を見るうえで大切だ。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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